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温海町

引町

朝日村

羽黒町

藤島町
鶴岡市

鶴岡市 藤島町 羽黒町

櫛引町 朝日村 温海町

10
月
１
日
新 

鶴
岡
市 

合
併
に
向
け
た
協
議
を
終
了
し
ま
し
た

合
併
に
向
け
た
協
議
を
終
了
し
ま
し
た

合
併
に
向
け
た
協
議
を
終
了
し
ま
し
た ！

10
月
１
日
新 

鶴
岡
市 

誕
生！

　

九
月
二
十
九
日
に
第
九
回
合

併
協
議
会
を
開
催
し
、
合
併
協

議
会
の
廃
止
や
、
会
計
の
清
算

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
ほ

か
、
新
市
の
市
長
が
選
出
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
市
長
の
職
務
を

行
う
市
長
職
務
執
行
者
な
ど
に

つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、
以
上

を
も
っ
て
協
議
会
で
の
協
議
を

全
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
十
月
十
日
に
、
庄

内
南
部
七
市
町
村
に
よ
る
「
庄
内

南
部
地
区
合
併
協
議
会
」
を
設
置

し
、
事
務
事
業
の
調
整
や
新
市
建

設
計
画
の
作
成
な
ど
、
合
併
に
関

す
る
様
々
な
協
議
を
重
ね
ま
し
た

が
、
途
中
、
三
川
町
議
会
の
合
併

関
連
議
案
の
否
決
を
受
け
、
七
市

町
村
で
の
合
併
協
議
を
休
止
す
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
合
併
関
連
議
案
を
可

決
し
た
六
市
町
村
は
、
今
後
、
中

長
期
的
に
予
想
さ
れ
る
社
会
情
勢

の
変
革
の
中
で
、
極
め
て
大
き
い

課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
の
共
通

の
認
識
に
立
ち
、
そ
の
課
題
を
克

服
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村
が
協

力
し
て
行
政
体
制
を
再
編
成
す
る

合
併
こ
そ
が
、
後
世
に
悔
い
の
な

い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
極
め

て
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
、

新
た
に
「
南
庄
内
合
併
協
議
会
」

を
設
置
し
、
前
の
協
議
会
で
の
協

議
経
過
も
踏
ま
え
て
集
中
的
に
協

議
を
進
め
ま
し
た
。
本
年
四
月
十

八
日
に
は
総
務
大
臣
に
よ
る
告
示

が
行
わ
れ
、
鶴
岡
市
、
藤
島
町
、

羽
黒
町
、
櫛
引
町
、
朝
日
村
、
温

海
町
の
六
市
町
村
の
合
併
が
正
式

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
住
民
の
皆
様
か
ら

は
、
意
見
・
要
望
は
が
き
の
ほ

か
、
住
民
説
明
会
、
研
修
会
な
ど

を
通
し
大
変
多
く
の
貴
重
な
ご
意

見
、
ご
要
望
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
各
市
町
村
議
会
や

合
併
協
議
会
の
委
員
の
皆
様
に
あ

っ
て
は
、
大
所
高
所
か
ら
精
力
的

に
ご
協
議
や
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

十
月
一
日
、
新
「
鶴
岡
市
」
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。「
出
羽
庄
内

に
多
様
性
が
生
き　

新
し
い
時
代

の
い
の
ち
輝
く　

希
望
の
ま
ち
」

を
基
本
理
念
に
、
新
時
代
を
迎
え

た
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴

史
、
文
化
、
自
然
な
ど
の
特
性
を

生
か
し
た
施
策
を
通
し
、
更
な
る

飛
躍
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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新市の行政組織をお知らせします
　部や課のほか係まで含めた新市の行政組織がまとまりました。部、議会、行政委員会等の本所組織が市役
所に配置され、現在の役場庁舎に各庁舎の課と行政委員会等の分室が配置されます。年度途中の合併となる
ことから、合併前をベースにした組織でスタートし、年度後半に来年度以降の組織について検討を行います。
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合
併
日
か
ら
新
市
長
が
選

出
さ
れ
る
ま
で
、
市
長
が
不

在
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
の
新
市
の
行
政
運

営
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ

う
、
市
長
の
職
務
執
行
者
を

合
併
す
る
市
町
村
の
首
長
の

中
か
ら
定
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

市
町
村
長
の
協
議
に
よ
り
、

新
市
の
職
務
執
行
者
が
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

鶴
岡
市
長
職
務
執
行
者

　
　
　

難　

波　
　

玉　

記

　
　
　
　
　

（
櫛
引
町
長
）

新
市
の
職
務
執
行
者
が
決
ま
り
ま
し
た

新市の各種住民窓口のお知らせ、合併による住
所表示の変更や手続き等を掲載した新市ガイド
ブックです。各ご家庭に１冊、配布させていた
だいております。お問い合わせ等は市合併対策
室（内線614・615）まで。

　

新
市
の
市
長
選
挙
及
び

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
告

示
日
十
月
十
六
日
（
日
）、

選
挙
期
日
十
月
二
十
三
日

（
日
）
の
日
程
で
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
の
定
数
は
、

原
則
で
は
三
十
四
人
で
す

が
、
合
併
後
最
初
の
選
挙

に
限
っ
て
、
合
併
の
特
例

制
度
を
用
い
て
定
数
を
三

十
八
人
と
し
、
旧
市
町
村

ご
と
に
選
挙
区
を
設
け
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
選
挙
区
ご
と
の
定

数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

旧 鶴 岡 市 の 区 域
旧 藤 島 町 の 区 域
旧 羽 黒 町 の 区 域
旧 櫛 引 町 の 区 域
旧 朝 日 村 の 区 域
旧 温 海 町 の 区 域
合　　　　計

23人
4人
3人
3人
2人
3人
38人

合　併　後
最初の選挙

２回目か
らの選挙

34人

新市での市長・市議会議員選挙について

　

新
市
で
の
住
所
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
上
に

示
し
た
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
字
名
や
番
地
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
に
例
を
あ
げ
ま
す
。

旧
住
所

　

東
田
川
郡
櫛
引
町
大
字
上
山
添
字
文
栄
１
０

　

０
番
地

新
住
所

　

鶴
岡
市
上
山
添
字
文
栄
１
０
０
番
地

旧
住
所

　

東
田
川
郡
羽
黒
町
大
字
荒
川
字
前
田
元
89
番

　

地
新
住
所

　

鶴
岡
市
羽
黒
町
荒
川
字
前
田
元
89
番
地

旧
住
所

　

鶴
岡
市
大
字
播
磨
字
若
松
95
番
地
１

新
住
所

　

鶴
岡
市
播
磨
字
若
松
95
番
地
１

　

な
お
今
ま
で
の
鶴
岡
市
内
で
大
字
の
つ
か
な

い
住
所
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
字
の
名
称
が
重
複
す
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
藤
島
町
の
大
字
関
根
に
つ
い
て
は
、
藤
島

関
根
と
変
更
し
ま
す
。

旧
住
所

　

東
田
川
郡
藤
島
町
大
字
関
根
字
○
○
番
地

新
住
所

　

鶴
岡
市
藤
島
関
根
字
○
○
番
地

な
お
、
郵
便
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

新
市
の
住
所
の
書
き
方
は…

・藤島町、櫛引町、朝日村、温海町の住所は、「東（西）田川郡○○町（村）大字」 
　の部分を「鶴岡市」に置きかえる

・羽黒町の住所は「東田川郡羽黒町大字」の部分を「鶴岡市羽黒町」に置きかえる

・鶴岡市で「大字」が付いている地域は、住所から“大字”の字句を除く

PR
IN

TED
 W

ITH

S
O

Y
IN

K
T

M

古
紙
配
合
率
100
%
再
生
紙・大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す 

。


